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牛の疥癬は世界的に 3属のヒゼンダニ（Chorioptes，
Psoroptes，Sarcoptes属のダニ）の寄生が原因とされ，
わが国ではウシショクヒヒゼンダニ（Chorioptes bovis）
及び C. texanusの寄生が最も多い．Chorioptes属のダ
ニは Psoroptes及び Sarcoptes属と比較すると症状は軽
度であるものの，皮膚病変部には丘疹，出血，痂皮形成
や脱毛等がみられる［1, 2］．好発部位は尾根部や後肢
であり，罹患牛は落ち着きがなく，尾振りや器物へ身
体を擦りつけたりなどの掻痒症状を示し，重症化すると
体重減少や乳量低下を招く［3, 4］．Chorioptes属ダニ感
染牛に対して殺ダニ剤の投与を行うことにより，ダニの
消失，病変部の改善や乳量の上昇が認められている［5, 
6］が，牛疥癬の治療効果を掻痒症状や乳牛の快適性（カ
ウコンフォート）を指標として評価した報告は少ない．
今回，1酪農場の搾乳牛に尾根部を中心とした疥癬様
の皮膚病が多発した．そこで本研究では，エプリノメク
チン製剤を全頭に投与し，治療効果とカウコンフォー
ト，生産性に及ぼす影響を明らかにする目的で試験を
行った．

材 料 及 び 方 法

供試牛： 鹿児島県南九州市の搾乳牛 79 頭を飼養する
タイストール式酪農場において，疥癬によると思われる
皮膚病変を示したホルスタイン種乳牛62頭を供試した．
なお，残りの 17 頭については他疾病に罹患していたた
め，試験より除外した．
ダニの検出： 罹患牛のうち進行期病変を有する 5頭を
無作為に抽出し，尾根部の皮膚病変部を掻爬し，10％
KOH処理後に顕微鏡下でダニの有無を検査した．
供試薬剤： 搾乳中の牛に対して休薬期間設定のないエ
プリノメクチン製剤（エプリネックス®トピカル，メリ
アル・ジャパン㈱，東京）0.5mg/kgをき甲から尾根部
背線に沿って滴下投与した．
掻痒症状： 掻痒症状の指標として尾振り行動を調べ
た．午前中の給餌時（1回目 8：30，2 回目 11：30）に牛
群を 5分間観察し，飛来昆虫がいないのに尾を振り続け
ている牛の頭数を調べ，その割合（尾振り率）を薬剤投
与前及び投与後 2週，4週でそれぞれ比較した．
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要　　　　　約

鹿児島県のタイストール式 1酪農場において，Chorioptes texanusによる皮膚病変及び掻痒症状が多発した．そこで
エプリノメクチン製剤（0.5mg/kg）を 62 頭に投与し，牛群全体の掻痒症状，病変，カウコンフォート及び乳量への
影響を評価した．さらに，病変及び乳量について掻痒の有無により群分けし比較した．群全体において，掻痒の指標で
ある尾振り率及び病変部スコアは投与後有意に低下した．カウコンフォートの指標である Standing idle（起立）の割
合は投与後有意に低下し，305 日補正乳量は増加した．また，掻痒を示す群では病変部スコアが高く投与後の乳量変化
に乏しかったが，掻痒を示さない群では乳量増加が大きかった．群全体において本剤の治療効果が認められたが，罹患
牛においてカウコンフォート及び生産性を適正に維持するためには，早期治療により病変を進行させないことが重要と
考えられた．─キーワード：カウコンフォート，皮膚病変，疥癬，乳量，掻痒．
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掻痒症状： 薬剤投与前の尾振り率は，1及び 2回目給
餌時においていずれも 62 頭中 21 頭（33.9％）であった
のに対し，投与後の 1回目給餌時においては 2週及び 4
週でそれぞれ 7 頭（11.3％）及び 3 頭（4.8％），2 回目
給餌時においては 2週及び 4週でそれぞれ 4頭（6.5％）
といずれも有意（P＜0.01）に低下した（図 2）．
皮膚病変部スコア： 薬剤投与前における牛群全体の病
変部スコアは 62 頭中 40 頭がスコア 3 であったが，投
与後は経過とともに減少した．この傾向に伴ってスコア
0～1 の頭数が増加し，投与前と比較すると投与後 4週
以降でスコアが有意に低かった（P＜0.01）．さらに，投
与前における尾振り陽性群の病変部は 34 頭中 27 頭が
スコア3であり，投与後は経過とともに減少したものの，
投与後 8週を経てもスコア 3の牛が 3頭みられた．尾振
り陰性群では投与前で 28 頭中 13 頭がスコア 3 であっ
たが投与後は減少し，投与後 6週でスコア 3を示す牛は
いなくなった．スコア 0の頭数は投与後に増加した．尾
振り陽性群における投与前の病変部スコアは尾振り陰性
群と比較して有意に高く（P＜0.01），投与後 2週及び 8
週においても同様であった（各 P＜0.01，P＜0.05）（図
3）．
なお，薬剤投与後 8週で病変部が改善されなかった牛
が群全体で 6 頭みられ，うち 1 頭の皮膚病変部から 

C. texanusが検出された．この 6頭にエプリノメクチン
製剤の再投与を行った結果，2週後にダニは検出されな
くなり，4週後には病変部スコアが 3から 1に改善され
た．

皮膚病変部スコア： Rehbeinら［5］の分類を用いて
全頭の病変部をスコア化し，薬剤投与前及び投与後 8週
まで 2週間隔で調査した．スコアは皮膚病変部の病態に
応じて下記の 0～4とした．
スコア 0： 健常皮膚
スコア 1： 回復期病変，痂皮は容易に剝がれるが被毛

発育は不完全
スコア 2： 進行期病変，掌一つ以内の大きさ
スコア 3： 進行期病変，掌一つ以上の大きさ
スコア 4： 進行期病変，体半分以上の大きさ
さらに，掻痒症状として尾振り行動を示している牛を
尾振り陽性群 34 頭，尾振り行動を示していない牛を尾
振り陰性群 28 頭に分け，薬剤投与前及び投与後 8週ま
で 2週間隔で両群の病変部スコアを比較した．
カウコンフォート： Haleyら［7］の方法を用い，午
前中の給餌後 1及び 2時間における牛群を観察した．採
食後，横臥せず起立を続けている状態（Standing idle）
の牛の頭数を調べ，その割合を薬剤投与前及び投与後 2
週，4週でそれぞれ比較した．
乳量： 牛群検定の結果を用いて投与前及び投与後 2，
4カ月における全体の 305 日補正乳量を調査した．さら
に尾振り陽性群及び尾振り陰性群に分け，投与前及び投
与後 2，4カ月において比較した．
統計処理： 尾振り率及び Standing idleの割合につい

てはχ2 検定を，病変部スコアについてはWilcoxonの
順位和検定を，305 日補正乳量については Student-t検
定を用いて統計処理し，有意水準 5％未満を統計学的有
意差ありとした．

成　　　　　績

ダニの検出： 罹患牛 5 頭からはいずれも C. texanus

が検出された（図 1）．これらのダニは薬剤投与後 2～8
週目以降は検出できなくなった．

図1　皮膚病変から分離された Chorioptes texanus
（Bar＝100μm）
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図 2　エプリノメクチン投与が疥癬罹患牛の尾振り行動に
及ぼす影響
62 頭の疥癬罹患牛に薬剤を投与した結果，各観察
時における尾振り率が投与後 2週及び 4 週でそれぞ
れ有意（＊＊：P＜0.01）に低下し，尾振りを示す牛
が減少した．
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に，尾振り陽性群では薬剤投与後の変化に乏しかったの
に対し，尾振り陰性群では投与後の乳量増加が大きく，
それにより投与後 2，4 カ月での乳量が尾振り陰性群で
は尾振り陽性群と比較し有意に増加していた（P＜0.05）
（表 1）．

考　　　　　察

牛疥癬は世界的に蔓延している疾病で畜産経営上の問
題となっている［8］．これまでさまざまな薬剤が治療に
用いられているが，その多くは乳汁への残留の問題によ
り，搾乳牛に対する使用は制限されている．エプリノメ
クチン製剤は牛乳の出荷制限がないため，搾乳牛に対し
ても使用でき，牛乳の廃棄も不要である［9］．本研究で
は，疥癬罹患牛にエプリノメクチン製剤を投与し，治療

カウコンフォート： 薬剤投与前における給餌 1時間後
の Standing idle は，1 回 目 給 餌 後 で 62 頭 中 18 頭
（29.0％），2 回目給餌後で 24 頭（38.7％）であったの
に対して，薬剤投与後は 1回目給餌後の 4週で 61 頭中
6 頭（9.8％），2 回目給餌後の 2 週，4 週でそれぞれ 10
頭（16.4％），11 頭（18.0％）といずれも有意に低下し
た（各 P＜0.01）．なお，投与後 2 週及び 4 週では発情
による授精業務のため，それぞれ 1頭を試験より除外し
た．給餌 2時間後では Standing idleの割合は薬剤の投
与によらず少なくなる傾向が認められた（図 4）．
乳量： 牛群全体の 305 日補正乳量は，薬剤投与前で
9,616±1,376kgであったのが，薬剤投与後 2 カ月で
9,768±1,181kg，4 カ月で 9,839±1,165kgとなり，単
純平均で増加したが有意差は認められなかった．さら

尾振り陽性群全　体
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図 3　エプリノメクチン投与が疥癬罹患牛の病変部に及ぼす影響
A　牛群全体の病変部スコアの推移

薬剤投与後，スコア 3は徐々に減少し，スコア 0及び 1は増加した．投与前と比較し投与後 4週以降でスコアが有意
（＊＊：P＜0.01）に低かった．

B　尾振り陽性群及び尾振り陰性群の病変部スコアの比較
尾振り陽性群は給餌時に尾振りを示した牛 34 頭
尾振り陰性群は給餌時に尾振りを示さなかった牛 28 頭
薬剤投与後，両群ともスコア 3は徐々に減少したが，尾振り陽性群では投与後 8週を経てもスコア 3の牛が 3頭みら
れた．投与前で尾振り陽性群は尾振り陰性群と比較しスコアが有意に高く，投与後 2週及び 8週でも同様であった
（##：P＜0.01　#：P＜0.05）．
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性などのダニ学的な相関を明瞭にすることはできなかった．
また，尾振り陽性群の皮膚病変は薬剤投与後 8週にお
いても病変部スコアが高く，厚い痂皮の形成と苔癬化に
よる治癒の遅延も認められた．薬剤投与後の治癒遅延に
ついては，ダニが生存することによる可能性を否定する
ことはできない．しかし，人や羊の疥癬における治癒遅
延は，残存したダニの死骸や排泄物等に対するアレル
ギー反応の関与が原因とされ，人の治療では過剰な角質
層を除去することが有効とされている［13-16］．Chori-

optes属のダニによる牛の疥癬の病変形成過程において
も同様にアレルギー反応の関与が示唆されているため
［7］，早期発見・早期治療に努め病変を進行させないこ
とが重要であり，肥厚した角質層や痂皮は除去すること
が必要であろう．
給餌 1時間後における Standing idleの割合が薬剤投
与後に低下してカウコンフォートの向上が認められた
が，これは掻痒症状が減少したことにより，採食後，牛
が短時間で落ち着いて休息できるようになったためと考
えられた．
エプリノメクチン製剤投与後の 305 日補正乳量は，
牛群全体で増加傾向にあり，特に尾振り陰性群において
増加量は大きかった．一方，尾振り陽性群では変化に乏
しかったが，尾振り陽性群では病変が重度であり，ダニ
駆除後も病変部の治癒に時間がかかったため泌乳量に影
響したものだと思われる．
今回の試験において，エプリノメクチン製剤の投与に
より C. texanusは検出されなくなり，掻痒症状及び皮
膚病変は経過とともに改善した．それとともに牛群全体
におけるカウコンフォートの向上，乳量増加も認められ
た．しかしながら，疥癬による皮膚病変が広範で重度な
牛では，ダニ駆除後も病変部の治癒に時間がかかり早期
の乳量増加が見込めないことも示された．したがって，
カウコンフォート及び生産性を適正に維持するために
は，定期的なダニ駆除を行うとともに，罹患牛において

効果として病変部の推移や生産性への影響を調査すると
ともに，掻痒症状やカウコンフォートを指標としての評
価も行った．Chorioptes属のダニは尾根部を中心に病
変を形成するため，牛は尾振り行動で掻痒を表すと考え
られ，牛群の尾振り率を掻痒症状の指標として用いた．
またカウコンフォートは「乳牛の快適性」と訳され，飼
育環境の改善やさまざまな病気によるストレスを排除す
ることによって，生産性を高めようという概念に由来す
る用語である［10, 11］．Haleyら［7］は，タイストー
ル牛舎において 1時間おきに牛群を観察し，牛の状態を
Eating（採食），L ying（横臥），Standing idle（起立）
に分けた場合，Standing idleの割合の増加はカウコン
フォートの低下を意味するとしており，本研究において
も Standing idleの割合をカウコンフォートの指標とし
て用いた．
今回，1酪農場において C. texanusによる疥癬が多発
したため，罹患牛にエプリノメクチン製剤を投与したと
ころ，ダニは投与後 2～8 週で検出されなくなり，病変
部は経過とともに改善した．さらに投与後 4週までに尾
振り行動の著明な減少が認められ，疥癬による掻痒症状
が改善された．
一方，薬剤投与前において尾を振っている牛群では，
尾を振っていない群と比較して病変部スコアが高かった
ことから，疥癬における掻痒症状は病変部の大きさや程
度と関連することが示された．これはBerriatuaら［12］
による羊の疥癬における報告と同様であった．なお，尾
振り陽性群と陰性群との間におけるダニ寄生数，ダニ活

表　エプリノメクチン投与が疥癬罹患牛の 305 日補正乳量
に及ぼす影響（kg）

投与前
投与後月数

2 4

尾振り
陽性群 9,419±1,245 9,434±914

＊
9,574±1,041

＊
尾振り
陰性群 9,854±1,516 10,198±1,359 10,132±1,244

全　体 9,616±1,376 9,768±1,181 9,839±1,165

牛群全体の乳量は薬剤投与後に単純平均で増加したが，有
意差は認められなかった．さらに，尾振り陽性群では薬剤投
与後の乳量変化に乏しかったのに対し，尾振り陰性群では増
加量が大きく，投与後において両群で有意差（＊：P＜0.05）
が認められた．

図4　エプリノメクチン投与が疥癬罹患牛のカウコンフォー
トに及ぼす影響
62 頭の疥癬罹患牛に薬剤を投与した結果，給餌 1
時間後における Standing idleの割合が，1回目給餌
後では投与後 4週で，2回目給餌後では投与後 2週及
び 4週でそれぞれ有意（＊＊：P＜0.01）に低下した．
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は早期治療により病変を進行させないことが重要である
と考えられた．
稿を終えるにあたり，本研究にご指導いただいた動物衛生研
究所 九州支所温暖地疾病研究領域 神尾次彦領域長に深謝する．
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SUMMARY

Cows with dermatological lesions and pruritus caused by naturally occurring infestation with Chorioptes texa-
nus were obser ved in a tie-stall dair y farm in Kagoshima Prefecture, Japan.  Sixty-two Holstein cows in the 
farm were treated with 0.5 mg/kg of eprinomectin and then evaluated for pruritus behavior, lesions, cow com-
for t, and milk yield.  Fur thermore, cows were divided into two groups by the presence or absence of pruritus 
behavior, and lesions and milk yield were then compared.  The rates of both tail swishing indicating pruritus 
and lesion score significantly decreased after treatment.  The rate of standing idle, an indicator of cow comfor t, 
significantly decreased and the 305-day corrected milk yield increased after treatment.  While the tail swishing-
positive group had a higher lesion score and little variance in milk yield after treatment, the tail swishing-nega-
tive group had an increase in milk yield.  Thus it can be said that the eprinomectin treatment had therapeutic 
ef ficacy on bovine chorioptic mange.  In addition, our data suggests that it could be impor tant to treat in the 
early stage of dermatitis onset to maintain cow comfor t and the productivity of af fected cows.
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